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短
観
の
調
査
項
目
見
直
し
の

最
終
案
を
公
表

　
　
　
　（二
〇
一
三
年
三
月
八
日
）

▼
日
本
銀
行
で
は
、「
全
国
企
業
短
期
経

済
観
測
調
査
」（
短
観
）
の
調
査
項
目
の

見
直
し
を
行
い
、
二
〇
一
四
年
前
半
を
目

途
に
、
新
た
な
項
目
で
調
査
を
開
始
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

▼
今
般
の
見
直
し
で
は
、
①
回
答
負
担
の

軽
減
を
図
る
趣
旨
か
ら
、
相
対
的
に
ニ
ー

ズ
が
低
い
調
査
項
目
（
計
一
八
項
目
）
を

廃
止
す
る
と
と
も
に
、
②
経
済
物
価
情
勢

を
的
確
に
把
握
す
る
う
え
で
有
用
性
が
高

い
「
企
業
の
物
価
見
通
し
」
の
調
査
を
開

始
し
ま
す
。
こ
れ
は
、「
販
売
価
格
」（
自

社
の
主
要
な
製
商
品
・
サ
ー
ビ
ス
の
国
内

向
け
価
格
）
と
「
物
価
全
般
」（
消
費
者

物
価
指
数
を
イ
メ
ー
ジ
）
に
つ
き
、
一
年

後
、
三
年
後
、
五
年
後
の
変
化
率
を
、
具

体
的
な
数
値
の
選
択
肢
か
ら
選
ん
で
頂
く

も
の
で
す
。
加
え
て
、
③
判
断
項
目
「
Ｃ

Ｐ
の
発
行
環
境
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
参

考
系
列
と
し
て
公
表
し
て
い
る
「
発
行
企

業
ベ
ー
ス
」
の
計
数
を
本
系
列
に
変
更
し

公
表
し
ま
す
。

▼
今
回
の
見
直
し
に
あ
た
り
、
昨
年
十
一

月
に
「
調
査
項
目
の
見
直
し
方
針
」
を
公

表
し
て
広
く
皆
様
に
ご
意
見
を
募
り
、
本

日
本
銀
行
新
総
裁
、
新
副
総
裁
就
任

▼
日
本
銀
行
の
総
裁
お
よ
び
副
総
裁
が
交
替
し
ま
し
た
の
で
、新
し
い
総
裁
お
よ
び
副
総
裁
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

【副総裁】
岩田規久男
[ いわた・きくお ]
昭和 17 年 10 月 3 日生
出身地 東京都

昭和 41. 3　東京大学経済学部卒業
　    48. 3　東京大学大学院経済学研究科
　　　　　　博士課程修了
　    48. 4　上智大学経済学部専任講師
       51. 4　上智大学経済学部助教授
       58. 4　上智大学経済学部教授
平成 10. 4　学習院大学経済学部教授
       25. 3　日本銀行副総裁

【副総裁】
中曽宏
[ なかそ・ひろし ]
昭和 28 年 10 月 12 日生
出身地 東京都

昭和 53. 3　東京大学経済学部卒業
　    53. 4　日本銀行入行
平成  9. 5　信用機構局信用機構課長
      12. 4　信用機構局参事役
       12. 6　国際決済銀行へ転出
       13. 6　金融市場局 兼 国際局参事役
       15. 5　金融市場局長
       20.11　日本銀行理事
       22. 6　日本銀行理事（国際関係統括）
       24.11　日本銀行理事（国際関係統括）＜再任＞
       25. 3　日本銀行副総裁

【総裁】
黒田東彦
[ くろだ・はるひこ ]
昭和 19 年 10 月 25 日生
出身地 福岡県

昭和 42. 3　東京大学法学部卒業
　　 42. 4　大蔵省入省
　　 62. 7　大蔵省国際金融局国際機構課長
　　 63.12　大蔵大臣秘書官事務取扱
平成　1. 8　大蔵省主税局国際租税課長
         2. 7　大蔵省主税局税制第一課長
         3. 6　大蔵省主税局総務課長
         5. 7　国税庁大阪国税局長
         6. 7　大蔵省大臣官房審議官
                （国際金融局担当）
         8. 7　大蔵省財政金融研究所長
         9. 7　大蔵省国際金融局長
       10. 6　大蔵省国際局長
       11. 7　財務官
       15. 3　内閣官房参与
       15. 7　内閣官房参与
              　一橋大学大学院経済学研究科教授
       17. 2　アジア開発銀行総裁
       25. 3　日本銀行総裁
       25. 4　日本銀行総裁＜再任＞
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年
三
月
に
は
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
も
踏

ま
え
て
、「
調
査
項
目
見
直
し
の
最
終
案
」

を
公
表
し
ま
し
た
。

▼
日
本
銀
行
と
し
て
は
、
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
も
踏
ま
え
て
、
今
後
と
も
短
観
の
改

善
を
図
る
べ
く
検
討
を
重
ね
て
参
り
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

※
詳
細
は
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.boj.or.jp/research/brp/

ron_2013/ron130308a.htm

企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
価
格
指
数
・

二
〇
一
〇
年
基
準
改
定
の

基
本
方
針
を
公
表

　
　

  

（
二
〇
一
三
年
五
月
十
六
日
）

▼
企
業
向
け
サ
ー
ビ
ス
価
格
指
数
は
、
企

業
向
け
の
サ
ー
ビ
ス
価
格
を
集
計
し
た
物

価
統
計
で
す
。
企
業
間
で
取
引
さ
れ
る
財

（
モ
ノ
）
の
価
格
を
集
計
し
た
企
業
物
価

指
数
の
対
と
な
る
統
計
と
し
て
、
毎
月
集

計
・
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
統
計
で
は
、
政
府
の
統
計
基
準
に

沿
っ
て
五
年
に
一
度
、
調
査
対
象
と
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
取
引
額
の
構
成
を
見

直
し
、
経
済
構
造
の
変
化
を
統
計
に
反
映

さ
せ
る
「
基
準
改
定
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
今
般
、
二
〇
一
〇
年
基
準
改
定
の
基
本

方
針
が
固
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
公

表
し
、
広
く
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
し
ま

す
。

　

今
回
の
基
準
改
定
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①

新
サ
ー
ビ
ス
の
取
り
込
み
な
ど
に
よ
る
経

済
構
造
の
変
化
の
反
映
、
②
ウ
エ
イ
ト

デ
ー
タ
の
選
択
、
③
指
数
体
系
の
整
理
と

一
部
見
直
し
、
④
卸
売
サ
ー
ビ
ス
価
格
調

査
の
開
始
の
検
討
、
の
四
点
で
す
。

　

ご
意
見
・
ご
提
案
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

本
年
七
月
十
六
日
ま
で
に
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
も
反
映
し
た
基

準
改
定
の
最
終
方
針
は
、
二
〇
一
三
年
度

内
を
目
途
に
公
表
す
る
予
定
で
す
。
新

基
準
指
数
へ
の
移
行
は
、
今
の
と
こ
ろ

二
〇
一
四
年
度
の
前
半
を
想
定
し
て
い
ま

す
。

▼
日
本
銀
行
と
し
て
は
、
統
計
ユ
ー
ザ
ー

の
皆
様
が
よ
り
便
利
に
お
使
い
い
た
だ
け

る
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※
詳
細
は
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.boj.or.jp/research/brp/

ron_2013/ron130516a.htm

「
日
銀
春
休
み
親
子
見
学
会
」

開
催
お
よ
び

「
日
銀
夏
休
み
親
子
見
学
会
」

の
ご
案
内

▼
日
本
銀
行
本
店
で
は
、四
月
二
日（
火
）、

三
日
（
水
）
の
二
日
間
に
わ
た
り
、
小
学

校
四
～
六
年
生
お
よ
び
中
学
生
の
お
子
さ

ま
と
そ
の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、「
春

休
み
親
子
見
学
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

▼
今
回
の
見
学
会
に
は
、
合
計
七
四
組

一
六
一
名
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま

し
た
。
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て

い
る
本
店
本
館
（
旧
地
下
金
庫
な
ど
）
や

現
在
窓
口
業
務
を
行
っ
て
い
る
新
館
の
見

学
、
日
本
銀
行
の
仕
事
や
金
融
経
済
に
関

す
る
ク
イ
ズ
、
電
子
拡
大
鏡
を
用
い
た
銀

行
券
の
偽
造
防
止
技
術
の
紹
介
、
一
億
円

の
重
さ
体
験
や
お
札
の
数
え
方
な
ど
の
体

験
学
習
と
い
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ

て
、
皆
様
に
は
日
銀
や
お
金
に
つ
い
て
楽

し
み
な
が
ら
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
回
ご
好
評
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

こ
の
親
子
見
学
会
の
次
回
の
開
催
は
、
夏

休
み
期
間
中
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。「
日

銀
に
行
っ
て
み
た
い
！
」「
日
銀
っ
て
何

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
？
」
と
い
う
お
子
さ

ま
の
好
奇
心
に
お
応
え
し
ま
す
。
ど
う
ぞ

ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。
お
申
し
込
み
方
法

も
含
め
、
詳
し
く
は
日
本
銀
行
Ｈ
Ｐ
で
ご

案
内
い
た
し
ま
す
。
皆
様
方
の
お
越
し
を

心
よ
り
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.boj.or.jp/announcem

e
nts/pr_events/index.htm

/

１億円の重さを体験

親子で参加「にちぎんクイズ」の模様
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「
第
九
回
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ

～
キ
ャ
ン
パ
ス
か
ら
の
提
言
～
」

論
文
募
集
中
！

　
　
　

  

（
締
め
切
り
九
月
三
十
日
）

▼
「
日
銀
グ
ラ
ン
プ
リ
～
キ
ャ
ン
パ
ス
か

ら
の
提
言
～
」
は
日
本
銀
行
の
金
融
教
育

充
実
に
向
け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
、

学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
毎
年
行
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
応
募
論
文
の
受
け
付
け

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

テ
ー
マ
は「
わ
が
国
の
金
融
へ
の
提
言
」。

わ
が
国
の
金
融
に
関
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
、

ど
の
よ
う
に
設
定
し
て
い
た
だ
い
て
も
構

い
ま
せ
ん
。
多
く
の
学
生
の
皆
さ
ん
か
ら

の
斬
新
な
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

▼
日
本
銀
行
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
専
用
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
、
概
要
、
第
一
回
か
ら
第
八

回
ま
で
の
決
勝
参
加
チ
ー

ム
の
作
品
全
文
お
よ
び
審

査
員
講
評
等
を
紹
介
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
決
勝
大

会
の
模
様
等
を
収
録
し
た

動
画
（
約
四
分
間
）
も
配

信
し
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.boj.or.jp/

a
n

n
o

u
n

c
e

m
e

n
ts

/
nichigin_gp/index.htm

/
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の最後の仕事となりました。約 2 年間、8
号分の編集に携わりました。楽しくお読み
頂ける誌面作りに努めましたが、なかなか
思うようにはいかず、反省しております。
これまで、ご愛読ありがとうございました。
新編集長の下での「にちぎん」もどうぞよ
ろしくお願いいたします。 （鮎瀬）
■このたび編集長に就任いたしました。日
銀に入行して30年近く、広報誌「にちぎん」
の編集の仕事は初めてですが、この間、日
銀の様々な仕事を経験してきました。実は、
一般の皆さんの日常生活と接点を持つ仕事
も「意外に？」たくさんあります。この機
会に、日銀の仕事を少しでも「幅広く」、
そして「現場感覚」で、「分かりやすく」
お届けできればと思っております。どうぞ
よろしくお願いいたします。 （丹治）
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（http://www.boj.or.jp/announcements/koho_
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※本誌に掲載している内容は、必ずしも日本銀行の
見解を反映しているものではありません。日本銀行の
政策・業務運営に関する公式見解等については、日
本銀行ホームページ（http://www.boj.or.jp/）を
ご覧ください。

編 集 後 記

「わが国の金融への提言」「わが国の金融への提言」

http://www.boj .or . jp/

◎応募資格： 現在、大学（短大を含む）、専修学校専門課程に在籍の方（大学院生は除く）。
 2 ～ 4 名 1 組のグループでご応募ください。

◎授賞内容： 最優秀賞／１チーム（副賞：図書カード15万円）
 優秀賞／２チーム（副賞：図書カード 3万円）
 特別賞／１チーム（副賞：図書カード 3万円）

※応募の詳細は裏面の応募要項および日本銀行ホームページをご覧ください。

主催 日本銀行

第9回日銀グランプリ
～キャンパスからの提言～

学生のための小論文・プレゼンテーションコンテスト

締切

9/30
必着

日銀グランプリは、日本銀行が毎年開催している、学生の皆さんを対象とした金融分野の小論文・
プレゼンテーションのコンテストです。多くの皆さんのご応募をお待ちしています！
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